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3月3日はひなまつり 。 ここ泉田保育園でも、おひな様を飾った前で、先生からひなまつりの
お話しを聞いた後、みんなで歌を歌ったり劇をしたりして、楽しいひと時を過ごしました。

(写真は、 「きるかに合戦」の劇をする園児たち)
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市民と市長の日

「市民と市長の日」を 4月1日附午
前9時から午後4時まで、市役所3階
市長室で行います。お気軽におてゆるけ
ください。

農地問題相談日

「農地問題相談」を 4月1日附午前
8時30分から午後5時まで、市役所2
階農業委貝会事務局で行います。お気
軽におでかけください。

し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
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だ 一 昭和56年 3月16日一一一→2)ー

3月定例市議会が開会

重点事業に城南小(仮称)、小牧橋

えつ号一一一(賊{制御一一広報835 ー第15号~

56年度一般会計は173億円

3月定例市議会が、 3月 3日から始まりました。:

当日は、石井市長が施政方針を述べ、 提出議案の !

説明をしました。今回の市議会は、 3月24日ま で;

22日間の会期で聞かれる予定で、 「昭和56年度上 ;

田市一般会計予算案」、神川地区公民館の設置に :

より改正される「公民館条例の一部改正案」 など i

45議案が提案・審議されています。

上
田
パ
イ
パ
ス
・
関
越
道
に
努
力

地
方
自
治
の
新
段
階
を
目
指
す
「
地

方
の
時
代
」
と
し
て
幕
あ
け
し
た
昨
年

は
、
内
外
と
も
に
波
乱
に
み
ち
た
激
動

の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
当
市
で
は
、
前

期
基
本
計
画
の
最
終
年
度
と
し
て
の
諸

事
業
も
、
ほ
ぽ
順
調
に
達
成
で
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
関
係
各
位
の
ご
協
力
の

た
ま
も
の
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

後
期
基
本
計
画
の
初
年
度

本
年
度
は
、
長
期
基
本
構
想
に
基
づ

理
解
、
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
沿
線
市

町
村
と
と
も
に
建
設
促
進
に
努
力
し
て 市

長
提
案
説
明
要
旨

提案説明をする石井市長(写真右)

く
後
期
基
本
計
画
の
初
年
度
に
あ
た
り
、

機
能
的
で
活
力
あ
る

J
め
た
た
か
い
心

の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
H

上
田
市
の
将
来
都

市
像
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
実
現
の
た

め
、
健
全
財
政
の
維
持
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
と
の
対
話
を
基
調
と
し
た
効
率
的

な
計
画
行
政
の
推
進
に
、
最
善
の
努
力

を
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
近
の
地
方
行
財
政
を
と
り
ま
く
環

境
は
、
依
然
と
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ

て
い
ま
す
が
、
財
源
め
確
保
に
は
今
後

も
極
力
努
め
る
と
と
も
に
、
経
費
の
節

減
、
効
率
化
を
図
り
、
実
施
計
画
に
基

づ
く
緊
急
重
点
事
業
を
優
先
し
ま
す
。

ま
た
、
数
多
い
市
民
要
望
に
こ
た
え
る

た
め
、
生
活
関
連
事
業
の
推
進
に
も
配

意
し
ま
し
た
。

小
牧
橋
架
橋
は

3
年
計
画
で

大
型
事
業
で
あ
る
小
牧
橋
架
橋
は

さ
き
の
十
二
月
市
議
会
で
調
査
貨
の
計

上
を
認
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
関
係
機
関
に
和
、
極
的
な
働
き
か
け

を
し
た
結
果
、
農
林
水
産
省
の
事
業
保

択
が
得
ら
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
新
一
年
度
か
ら
三
か
年
計
阿
で
山
崎

遂
事
業
と
し
て
建
設
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
国
道
一

中
小
企
業
と
農
業
の
安
定

八
号
線
及
び
現
在
工
事
中
の
市
道
小
牧

川
辺
町
線
と
が
後
続
す
る
こ
と
に
な
り
、

農
業
生
産
団
地
と
し
て
八
十
億
円
余
を

投
資
し
て
築
か
れ
つ
つ
あ
る
塩
田
平
、

川
西
地
区
の
土
地
基
盤
整
備
が
、
そ
の

効
果
を
一
層
発
揮
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
上
田
橋
付
近
の
深

刻
な
交
通
渋
滞
の
解
消
に
、
多
大
な
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

上
田
バ
イ
パ
ス
と
北
陸
新
幹
線

国
道
一
八
号
線
上
回
バ
イ
パ
ス
は
、

昨
年
十
二
月
十
三
日
、
建
設
省
に
よ
る

起
工
式
が
行
わ
れ
、
一
部
工
事
に
着
手

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
、

さ
ら
に
関
係
地
元
の
皆
様
が
た
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
用
地
買
収
を

積
極
的
に
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
早
期
着
工
と
上
田
駅
併

設
誘
致
は
、
国
の
五
十
六
年
度
予
算
に

全
国
五
線
獲
備
新
幹
線
調
食
費
が
計
上

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

北
陸
新
幹
線
が
そ

の
最
優
先
順
位
に
採
択
さ
れ
る
よ
う

さ
ら
に
強
力
な
建
設
促
進
運
動
を
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

関
越
道
の
建
設
促
進
に
努
力

関
越
自
動
車
道
上
越
線
は
、
今
後
の

上
田
市
に
と
っ
て
交
通
道
路
網

の
繁
備

産
業
経
済
的
娠
輿
な
ど
に
、
大
き
く
む

町
押
す
る
重
要
な
問
題
て
す
-
全
路
線
を

早
期
に
柊
備
計
画
路
線
と
し
て
栴
上
げ

す
べ
く
、
関
係
住
民
め
皆
僚
が
た
の
ご
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区 分 昭和55年度 昭和56年度 自lij年対比

子円 千円 ーーーー'.
一 般 会計 15，455，708 17，388，393 

1 ー1ー2目ー5ー

国民健康 保 険 2，779，140 3，329，096 119.8 

農 業 士ノ七、 済 193，999 203，782 105.0 

特
チ戸マ、 通 3eFeく〈 害 25，012 25，608 102.4 

同 和 住 宅 389，945 417，982 107.2 

思リ
土 地 取 得 341，000 261，000 76.5 

ぷヱ弘ミ、 公共 下水道 1，247，612 1，470，242 117.8 

福 祉 事 業 104，651 117，828 112.6 

言十
有 線 放 送 38，932 39，213 100.7 

産 院 194，403 202，371 104.1 

メ口L 計 5，314，694 6，067，122 114.2 

+~.一一ーー /昭利27年 1 2月 22 日 1 餅
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当初予算(案)昭和56年度

えつ

ハ 鋒Z毎
d竜江
、匂
バ!

早期開通をめざし建設中の秋和上堀線

」
の
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
国
道

理
解
、
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
沿
線
市

町
村
と
と
も
に
建
設
促
進
に
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

浅
間
山
ろ
く
広
域
農
道
は
、
現
在
野
竹

ト
ン
ネ
ル
と
県
道
下
原
大
屋
停
車
場
ま

で
の
区
聞
が
工
事
中
で
あ
り
ま
す
が
、

今
秋
に
は
市
道
と
し
て
一
部
供
用
が
開

始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た、

秋
和
上

堀
線
、

市
道
川
辺
十
三
号
線
、
原
峠
線

な
ど
道
路
新
設
改
良
事
業
の
早
期
完
成

を
目
指
す
と
と
も
に
、
県
事
業
と
し
て

着
工
さ
れ
る
県
道
東
内
古
安
曲
目
線
、
矢

沢
バ
イ
パ
ス
工
事
に
つ
い
て
も
、
早
期

建
設
促
進
を
県
に
要
望
し
ま
す
。

家
庭
雑
排
水
汚
で
い
処
理
施
設

昨
年
の
九
丹
市
議
会
で
、
建
設
予
算

を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
家
庭

雑
排
水
汚
で
い

処
理
施
設
は
、
関
係
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
議
を
精
力
的

に
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
な
お
結
論
を

得
る
ま
で
に
は
若
平
の
日
時
を
要
す
る

見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
今
目
の
子
算
措

置
で
は
、
減
額
補
正
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
早
期
実

現
に
む
け
て
努
力
を
重
ね
、
新
年
度
の

適
切
な
時
期
に
補
正
予
算
で
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
本
年
度
医
療
費

の
改
定
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
当
面

そ
の
財
源
を
予
備
費
に
計
上
し
て
あ
り

ま
す
が
、
今
後
は
医
療
費
の
動
向
な
ど

を
踏
ま
え
、
こ
れ
に
対
処
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。

中
小
企
業
と
農
業
の
安
定

今
回
、
中
小
企
業
の
安
定
を
図
る
た

め
、
小
規
模
企
業
資
金
の
貸
付
限
度
額

を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま

た
技
能
者
の
養
成
に
重
要
な
役
割
り
を

も
っ
、
上
小
高
等
職
業
訓
練
校
の
校
舎
新

築
事
業
を
実
施
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

観
光
面
で
は
、
鎌
倉
街
道
を
中
心
心
と

し
た
観
光
客
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
定
期
観
光
パ
ス
も
今
春
か
ら

運
行
さ
れ
る
の
に
伴
い

、
史
跡
め
ぐ
り

コ
ー
ス
の
道
路
盤
備
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
は
、
農
業
生
産
め
再
編
成
と
生

産
性
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特

に
本
年
度
は
、
水
田
利
用
再
編
の
第
二

期
対
策
に
入
り
ま
す
が
、
米
の
需
給
は

依
然
過
剰
ぎ
み
で
す
。

こ
の
対
策
に
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
生
産
者
の
地
域

ぐ
る
み
組
織
の
育
成
と
推
進
活
動
の
た

め
の
委
託
料
の
増
額
、
そ
菜
価
格
共
助

制
度
の
充
実
、
土
地
の
条
件
整
備
な
ど

の
諸
施
策
に
最
大
の
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

城
南
小
学
校
(
仮
称
)
の
新
設

城
南
地
区
の
小
学
校
新
設
事
業
は
、

学
校
規
模
の
適
正
化
に
伴
う
通
学
区
の

再
編
成
と
し
て
、
か
ね
て
か
ら
小
中
学

校
通
学
区
域
審
議
会
の
答
申
に
よ
り
、

建
設
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
こ
の
ほ
ど
地
元
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
、
ほ
ほ
用
地
買
収
も
終
り
、
新

す
べ
く
、

関
係
住
民
の
皆
憶
が
た
め

年
度
で
は
敷
地
造
成
工
事
を
行
い
ま
す

が
、
今
後
も
早
期
開
校
に
向
け
、
-
一
層

の
努
力
を
傾
け
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
北
小
学
校

の
危
険
老
朽
校
舎
改
築
と
、
児
童
の
暗

に
よ
る
神
科
小
学
校
の
増
築
工
事
に
着

手
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
然
運
動
公
閣
の
諸
施
設
も
、
順
次

整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
秋
に
は

体
育
館
も
完
成
す
る
予
定
で
、
総
合
運

動
公
園
と
し
て
の
機
能
が
一
段
と
充
実

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
築

今
年
は
、
障
害
者
の
「
完
全
参
加
と

平
等
」
を
テ
l
マ
と
し
た
国
際
障
害
者

年
に
あ
た
り
、
当
市
で
は
国
際
障
害
者

年
上
田
市
推
進
本
部
を
こ
の
一
月
に
設

置
し
ま
し
た
。
本
年
度
も
、
光
に
指
定

を
受
け
た
障
害
者
福
祉
都
市
事
業
に
引

き
続
き
、

社
会
的
、
経
済
的
に
恵
ま
れ

な
い
障
害
者
の
皆
さ
ん
に
、
一
層
き
め

細
か
な
配
慮
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

利
用
者
増
に
よ
る
老
人
福
祉
セ

ン
タ

ー
の
移
転
改
築
を
昨
年
に
引
き
続
き
実

施
し
、

リ

ハ
ビ
リ
事
業
を
行
う
専
門
室

の
設
置
、
在
宅
ね
た
き
り
老
人
の
入
浴

サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
し
た
報
恩
寮
も
四
人
部

屋
か
ら
二
人
部
屋

へ
と
、
鉄
筋
コ

ン
ク

リ
ー
ト
建
て
に
全
面
改
築
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

同
和
対
策
事
業
も
延
長
三
年
目
を
迎
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5年中央通り高庖街のアーケードは、
計画で改修されます。

自然運動公園の体育館は、今年の秋に完成の予定です。

(写真は完成予想図)

ぇ
、
話
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
同
和
教
育
の
推
進
を
図
り
、
市

民
を
あ
げ
て
理
解
を
深
め
、
こ
の
課
題

に
取
り
組
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

南
部
消
防
署
が
4
月
発
足

庖
回
、

川
西
地
区
の
消
防
、
救
急
体

制
の
強
化
を
ね
ら
い
と
し
た
南
部
消
防

署
が
、
四
月
か
ら
発
足
す
る
こ
と
に
な

り
、
ま
た
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
お
け

る
防
災
無
線
電
話
も
今
回
導
入
き
れ
、

防
災
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

道
路
整
備
も
積
極
的
に

一
般
会
計
の
主
な
内
容

*
総
務
費

五
十
七
年
度
か
ら
、
電
算
を
本
格
的

に
稼
動
(
か
ど
う
)さ
せ
る
の
に
伴
い
、

本
年
度
は
所
要
の
経
費
と
し
て
、
半
年
分

の
レ
ン
タ
ル
料
千
四
百
七
十
六
万
円
、

キ
l
パ
ン
チ
な
ど
の
委
託
料
三
千
七
百

万
円
、
諸
用
紙
印
刷
代
な
ど
を
計
上
し

ま
し
た
。

さ
ら
に、

自
治
会
事
務
委
託
料
を
増

額
計
上
し
た
ほ
か
、
防
災
対
策
、
塩
尻

地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
、
選
挙
資
で

は
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
及
び
市

長
選
挙
に
つ
い
て
も
計
上
し
ま
し
た
。

*
民
生
費

老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
、
前
年
度
債

務
負
担
の
解
消
分
二
億
二
千
七
百
四
十

万
円
の
ほ
か
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と

し
て
太
陽
熱
利
用

の
給
湯
設
備
や
、
ね

た
き
り
老
人
の
入
浴
施
設
な
ど
の
追
加

事
業
資
八
千
八
百
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
な
お
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
オ

ー
プ
ン

は
、
十
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

百
七
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
、

六
教
室
を

予
定
し
、
国
・
県
の
補
助
を
得
て
本
体
工

報
恩
寮
の
改
築
は
、
五
十
六

・
五
十

七
年
度
に
わ
た
る
継
続
事
業
と
し
て
総

事
業
費
四
億
三
百
万
円
を
見
込
み
、
本

年
度
分
の
事
業
費
と
し
て
、
二
億
五
千

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
食

堂
棟
及
び
管
理
棟
の
全
面
改
築
、
五
十

七
年
度
で
は
居
室
棟
の
改
築
を
行
い
、

老
人
の
住
み
よ
い
環
境
と
す
る
た
め
の

改
善
を
進
め
ま
す
。

障
害
者
福
祉
で
は
、
県
の
心
身
障
害

者
扶
養
共
済
制
度
に
県
民
税
均
等
割
以

下
の
人
が
加
入
し
た
場
合
は
本
人
負
担

分
を
全
額
補
助
、
そ
れ
以
外
の
加
入
者

に
も
%
の
掛
金
補
助
を
す
る
た
め
の
経

費
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
盲

人
用
信
号
機

一
基
の
新
設
や
、
石
井
基

金
の
利
子
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
る
、
盲

導
犬
貸
与
事
業
も
本
年
度
か
ら
始
ま
り

ま
す
。乏
人
福
祉
の
而
で
は
、
九
子
町
に
窪

設
中
の
特
別
養
必
老
人
ホ

l
ム
の
負
拘

金
第
二
期
分
な
ど
、
き
ら
に
同
和
対
策

対
策
事
業
と
し
て、

池
・
版

(
せ
ぎ
)

な
ど
危
険
か
所
の
フ
ェ
ン
ス
怯
り
工
が

事
務
の
効
率
化
と
市
民
サ
ー
ビ

ス
向

上
の
た
め
、
電
子
計
算
機
の
導
入
を
行

い
、
五
十
七
年
度
か
ら
稼
動
(
か
ど
う
)

で
き
る
よ
う
、
そ
の
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
業
で
は
、
住
み
よ
い
環
境
へ
の
改
善

を
目
指
し
た
別
所
地
区
の
道
路
新
設
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
、
工
事
費
、

用
地
買
収
費
、
補
償
料
な
ど
合
わ
せ
て

二
億
二
千
四
百
四
十
八
万
円
を
見
込
ん

で
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

牢
衛
生
費

新
し
い
施
策
で
は
、
乳
ガ

ン
を
早
期

に
発
見
す
る
た
め
の
乳
房
検
診
、
騒
音

振
動
公
害
を
測
定
す
る
演
算
処
理
器
の

導
入
、
ゴ
ミ
ゼ

ロ
を
目
指
し
て
チ
ラ
シ
、

ス
テ

ッ
カ
ー
な
ど
の
配
布
の
ほ
か
、
歯

科
医
師
会
が
行
う
在
宅
当
番
医
制
の
定

着
化
補
助
金
も
計
上
し
ま
し
た
。

上
小
衛
生
施
設
組
合
に
お
い
て
は
、

地
域
住
民
の
要
望
に
こ
た
、ぇ
、
臭
気
対

策
と
し
て
脱
臭
装
置
改
造
工
事
及
び
汚

で
い
乾
燥
炉
改
善
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
家
庭
雑
排
水
簡
易
浄
化
そ

う
設
置
補
助
、
じ
ん
か
い
・
危
険
物
収

集
な
ど
の
委
託
、
病
院
群
輸
番
制
な
ど

も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

章一
労
働
費

失
業
対
策
関
係
経
費
の
ほ
か
、
労
政

慢
で
は
上
小
高
等
職
業
訓
練
校
内
校
舎

新
築
事
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
校
舎
は

鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
、
延
ぺ
五

#
消
防
費

上
小
地
域
広
域
行
政
ギ
務
組
合
消
防
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歳 入 歳 出 ー

歳入区分 55年 度 56年 度 : *構成比 伸長率 歳 出 区分 55年 度 56年度 j織成比伸長率

1市 手見 5，865，943 平岡 6，985，833同;40.2119.，1 6 1議 会 資 197，30千9四 213，U8同;17108? 
2地 方譲与税 146，000 155，000 0.9 106.2 2総 務 費 1，534，212 1，546，522 8.9 100.8 

3自動車取得税交付金 96，000 101，000 0.6 105.2 3民 生 費 3，779，125 4， 481 ， 032 : 25.8 118.6 

4地方 交 付税 1，917，000 1，810，000 10.4 94.4 4衛 生 費 1，026，814 811，930 4.7 79.1 

5 交通安全対章特別交付金 15，000 13，000 0.1 86.7 5労 働 費 47，938 329，063 1.9 686.4 

6分担金及び負担金 567，796 543，319 3.1 95.7 6農林水産 業費 1，549，923 1，584，829 : 9.1 102.3 

7使用料及び手数料 178，683 205，603 1.2 115.1 7商 工 費 1，658，224 1，750，196 10.1 105.5 

8国庫支 出 金 2，227，587 2，407，757 13.8 108.1 8土 木 資 2，108，208 2，626，591 15.1 124.6 

9県支 出 金 1，015，864 914，860 5.3 90.1 9 l肖 防 費 485，913 340，772 1.9 70.1 

10財 産収入 133，464 185，472 1.1 139.0 10教 育 費 2，140，084 2，518，042 14.5 117.7 

11繰 入 金 253，500 253，596 1. 5 100.0 11公 イ貧 費 922，958 1，180，978 6.8 128.0 

12繰 越 金 50，000 50，000 0.3 100.0 12予 イ詣 費 5，000 5，000 0.0 100.0 

13諸 収 入 1，374，821 1，661，490 9.5 120.9 

14寄 附 金 3，250 9，463 0.0 291.2 

15市 イ責 1，610，800 2，092，00012.0 129.9 

歳入合計 15，455，708 17，388，393 : 100.0 112.5 歳 出 合計 15，455，708 17，388，393 : 100.0 112.5 
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ー
プ
ン

は
、
十
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

金
第
二
期
分
な
ど
、
さ
ら
に
同
和
対
策

百
七
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
、
六
教
室
を

予
定
し
、
国
・県
の
補
助
を
得
て
本
体
工

事
費
八
千
二
百
万
円
で
新
築
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
勤
労
者
退
職
金
共
済
掛

金
補
助
金
千
二
百
万
円
や
、
勤
労
者
の

た
め
の
住
宅
建
設
資
金
、
福
祉
厚
生
資

金
の
融
資
預
託
金
も
引
き
続
き
計
上
を

し
ま
し
た
。

*
農
林
水
産
業
費

水
田
利
用
再
編
対
策
で
は
、

地
域
ぐ

る
み
農
業
推
進
委
員
会
委
託
料
を
千
四

百
五
十
万
円
に
増
額
し
た
ほ
か
、
麦

・

大
豆
生
産
振
興
対
策
、
転
作
促
進
の
た

め
の
機
械
導
入
や
飼
料
米
栽
培
、
飼
料

作
物
集
団
転
作
な
ど
、
転
作
に
係
る
各

種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

園
芸
関
係
で
は
、
落
葉
果
樹
高
能
率

生
産
集
団
育
成
事
業
を
殿
城
で
、
畜
産

関
係
で
は
、
肉
用
牛
集
約
生
産
基
地
育

成
事
業
を
川
西
で
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

林
業
関
係
で
は
、
林
業
構
造
改
善
事
業

の
一
環
と
し
て
、

別
所
地
区
に
建
設
を

予
定
し
て
い
る
林
業
セ
ン
タ
ー
に
二
千

七
百
四
十
二
万
円
、
管
理
棟
に
二
千
七

百
十
四
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
ま
し

た
。構

造
改
善
事
業
で
は
、
浦
里
北
部、

塩
田
南
部
地
区
を
継
続
し
て
進
め
る
ほ

か
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
及
び

富
士
山
地
区
基
盤
総
合
経
備
事
業
も
引

き
続
き
進
め
ま
す
。

農
地
費
で
は
、
新
規
事
業
と
し
て
小

牧
橋
架
橋
の
た
め
の
調
査
測
量
委
託
料

三
千
万
円
の
ほ
か
、
市
単
の
危
険
防
止

対
策
事
業
と
し
て、

池
・

堀

(
せ
ぎ
)

な
ど
危
険
か
所
の
フ
ェ
ン
ス
張
り
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

非
補
助

土
地
改
良
事
業
、
市
単
土
地
改
良
事
業

の
推
進
も
図

っ
て
い
き
ま
す
。

*
商
工
費

大
き
な
柱
は
、
中
小
企
業
の
振
興
で

中
小
企
業
融
資
の
預
託
金
を
昨
年
度
よ

り
二
億
七
千
万
円
増
の
十
四
億
二
千
万

円
と
し
た
ほ
か
、
中
央
通
り
商
庖
街
ア

ー
ケ
ー
ド
を
五
年
間
に
わ
た
り
改
修
す

る
事
業
へ
の
補
助
金
、
日
曜
広
場
の
ビ

ー
チ
パ
ラ
ソ
ル
購
入
費
な
ど
を
計
上
し

ま
し
た
。

観
光
の
面
で
は
、
上
田
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
工
事
、
塩
田
方
面
へ
の
定
期
観
光

パ
ス
運
行
に
伴
う
道
路
整
備
費
、
市
民

会
館
会
議
棟
へ
の
身
障
者
ス

ロ
ー
プ
、

自
動
ド
ア
工
事
な
ど
で
す
。

*
土
木
費

小
牧
川
辺
町
線
を
含
む
道
路
の
新
設

改
良
資
に
五
億
五
千
万
円
を
積
極
的
に

計
上
し
た
ほ
か
、
本
年
度
が
完
成
予
定

の
自
然
運
動
公
園
体
育
館
建
設
工
事
に

五
億
五
百
二
十
万
円
。
ま
た
、
市
営
住

宅
の
建
設
に
二
億
八
千
三
百
四
十
八
万

円
、
上
田
原
団
地
の
三
階
建
て
ア

パ
ー

ト
の
住
戸
改
善
に
一
億
六
千
七
百
十
六

万
円
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
市
民
要
望
に
基
づ
く
道

路
維
持
、
河
川
改
良
、
交
通
安
全
施
設

の
整
備
を
図
り
、
ま
た
秋
和
上
堀
線
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
、
延
べ
五

本
消
防
費

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

特
別
会
計
負
担
金
に
二
億
三
千
四
百
四

十
万
円
。
こ
の
ほ
か
で
は
、
年
次
計
画

で
進
め
て
い
る
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車、

可
搬
積
載
車
の
購
入
、
防
火
水
そ
う、

消
火
せ
ん
新
設

・
移
転
な
ど
を
計
上
し

ま
し
た
。

*
教
育
費

懸
案
の
城
南
小
学
校

(仮
称
)
建
設

は
、
本
年
度
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

予
定
さ
れ
て
い
る
用
地
は
、
二
万
六
千

二
百
二
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
用
地

買
収
資
は
二
か
年
に
分
け
て
計
上
し
ま

す
が
、
本
年
度
は
四
億
三
千
二
百
六
十

八
万
円
で
す
。

北
小
学
校
は
、
三
か
年
計
画
の
最
終

年
度
を
迎
え
、
本
年
度
は
三
億
六
千
四

十
九
万
円
を
も

っ
て
校
舎
の
増
改
築
事

業
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
神
科
小
学
校

で
は
児
童
数
の
増
加
に
よ
り
、
工
事
費

一
億
一
千
八
百
八
十
七
万
円
、
用
地
賢

二
千
五
百
三
十
四
万
円
を
か
け
、
普
通

教
室
の
増
築
事
業
を
行
い
ま
す
。

社
会
教
育
で
は
、
米
山
(
こ
め
や
ま
)

城
跡
の
休
憩
所
設
置
工
事。

体
育
振
興

の
面
で
は
、
自
然
運
動
公
園
体
育
館
完

成
記
念
招
待
試
合
や
、
全
日
本
地
区
対

抗
軟
式
庭
球
大
会
な
ど
の
行
事
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

公
園
内
の
旧
健
康
セ

ン
タ
ー
は
、
公

園
管
理
事
務
所
及
び
市
営
プ

l
ル
の
更

衣
室
と
し
て
模
様
替
え
す
る
ほ
か
、
半
過

運
動
場
新
設
工
事
な
ど
も
進
め
ま
す
。



だ 昭和56年 3月16日一一一一(6)ーえ号一一一一(ZT22EA23)ー一一広報う

き
タ
す

と
ン
で

と
セ
定

ひ
祉
予

い
福
の

し
人
成

楽

老

完

の
い
に

で
し
隣

一
新
西

夕

、

の

ン
は
一

セ

に

タ

祉
秋
ン

福
の
セ

A
ハ
停
ザ
調
机

必
名
ム
マ
が
M

ー第 835 

建設中の市営住宅古里団地。

主

な

条

V
上
田
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

消
防
団
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
機
動

化
が
、
順
次
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
の

で
、
今
回
消
防
固
め
定
員
を
千
二
百
十

五
人
と
し
て
、
二
十
人
の
減
員
を
し
た

い
と
い
う
も
の
で
す
。

V
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
並
び
に
旅

費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

三
役
な
ら
び
に
市
議
会
議
員
の
給
与

健
全
財
政
を
堅
持

同
年
度

一
般
会
計
の
補
正
額
は
、
五
千
二
十

五
万
一
千
円
で
す
。
今
回
の
最
終
補
正

に
よ
り
、
昭
和
五
十
五
年
度
一
般
会
計

の
予
算
規
模
は
、
百
八
十
五
億
四
千
四

百
九
十
六
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
費
で
は
、
新
屋
市
営
住
宅
の
売

払
収
入
を
将
来
に
わ
た

っ
て
も
有
効
に

活
用
す
る
考
え
か
ら
、
こ
れ
を
単
に
一

般
財
源
と
せ
ず
、
財
政
調
笠
基
金
利
…
立

金
と
し
て
一
億
三
千
万
円
の
柏
立
て
を 例

の

改

正

を
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を

尊
重
し
、
改
定
し
た
い
と
い
う
も
の
で

す
。
併
せ
て
教
育
長
、
非
常
勤
の
特
別

職
の
委
員
に
つ
い
て
も
、
三
役
の
改
定

率
に
準
じ
て
改
定
し
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。

V
上
田
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
聞
す

る
条
例
ほ
か
三
条
例
の
一
部
改
正

水
道
事
業
の
円
滑
な
運
営
と
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
水
道
事

業
に
管
理
者
を
置
き
、
併
せ
て
関
係
条

例
の
改
正
も
提
案
し
ま
し
た
。

最
終
補
正
子
算

し
ま
す
。

民
生
費
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

用
地
買
収
費
に
一
億
四
千
六
十
五
万
円
、

室
賀
保
育
園
の
園
児
送
迎
用
パ
ス
の
購

入
補
助
金
な
ど
で
す
。

農
林
水
産
業
費
は
、
転
作
促
進
特
排

対
策
事
業
費
の
追
加
に
千
五
百
二
十
三

万
円
、
浦
里
北
部
ほ
場
盤
備
上
水
道
工

事
費
負
担
金
に
九
百
五
万
円
な
ど
計
上
。

土
木
費
は
、
上
回
バ
イ
パ
ス
昭
栄
代
替

V
上
田
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

廃
棄
物
処
理
審
議
会
の
答
申
を
尊
重

し
、
し
尿
の
く
み
取
り
料
金
を
十
八
リ

ッ
ト
ル
当
り
五
円
引
き
上
げ
、
九
十
六

円
に
改
正
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

v
上
田
市
復
田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

塩
田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議

会
の
答
申
を
尊
重
し
、
分
べ
ん
介
助
料

な
ど
の
改
定
を
し
た
い
と
い
う
も
の
で

す
。

V
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正

神
川
地
区
公
民
館
が
、
今
春
に
も
完

成
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の

設
置
を
定
め
る
も
の
で
す
。

地
内
の
道
路
用
地
買
収
費
に
八
千
四
百

七
十
八
万
円
、
街
路
事
業
に
お
け
る
生

塚
新
回
線
の
用
地
費
な
ど
で
す
。

教
育
費
で
は
、
丸
子
町
と
共
同
設
置

す
る
大
屋
・
石
井
地
籍
河
川
敷
グ
ラ
ン

ド
負
担
金
な
ど
を
計
上
。

昭
和
五
十
五
年
度
は
、
地
方
交
付
税

の
減
額
な
ど
に
よ
り
、
一
般
財
源
に
不

足
が
生
じ
、
財
政
調
整
基
金
の
繰
り
入

れ
に
依
存
す
る
な
ど
、
財
政
的
に
は
き

わ
め
て
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

実
施
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
各
種
事

業
は
、
一
・
二
を
除
い
て
順
調
に
進
み
、

公
営
企
業
会
計
を
除
く
一

般
会
計
、
特

別
会
計
は
決
算
見
込
み
に
お
い
て
、
健

全
財
政
を
墜
持
で
き
る
見
通
し
で
す
。
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市民のみなさまには、日頃から水道事業に何かとご理解ご協力を賜わ

り厚くお礼申しあげます。
水道局では、安定した水をできる限り安くお届けするために、経費の

節減並びに企業努力等を重ねてまいりましたが、今日の水需要に対処す

るために、配水管布設替、新興住宅地等の配水管布設、浄水場の場内整

備など維持管理のための各事業を計画的に実施し市民サービスに努めて

まいりました。

昭和50年4月1日料金改定以来順調な経過のもと推移しましたが、昭

和54年度において、単年度2682万円の赤字が発生いたしましたが、ヲ|続

き55年度、 56年度と相当額の赤字が生ずる見通しであります。

現行料金のまま本年で6年にもなり遂に収支のバランスがくずれてき

たことによるものであります。

もはや局の企業努力だけでは解決できず、やむを得ず平均 30.97%料

金改定を実施させていただくことになりました。今後、より一層企業努

力、施設の整備、市民サービスの向上に努力してまいりたいと思ってお

ります。

みなさまの一層のご理解とご協力をお願い申しあげます。

水は天からのもらい水ではありません
出しっぱなしで水を使うのは止めましょう.ゲ

0コップ3杯ほどですむ自信みがきも 0ふろの残り湯の半分でも‘洗濯や 0バケツで洗うと5杯ですむ洗車も
水を流しっぱなしにすると .1分 掃除に使うと.113当量の水が節約 流しっぱなしのホースで洗うと30
聞におよそ6eのムダにぢります。 できます。 杯以上の水が必要です。

般
財
源
と
せ
ず

金
と
し
て
一
億
三
千
万
円
の
積
立
て
を



、引越してこられ

(2・3目前に〉
印かんを

口径13%水道料金早見表(2ヵ月)

水量 水道料金 水量 水道料金 水量 水道料金 水量 水道料金
町l' 円 πl' 円 ロl' 円 町l' 円

21 1，185 31 1，835 41 2，485 

22 1，250 32 1，900 42 2，550 

。 23 1，315 33 1，965 43 2，615 

860 

16 24 1，380 34 2，030 44 2，680 

25 1，445 35 2，095 45 2，745 

26 1，510 36 2，160 46 2，810 

17 925 27 1，575 37 2，225 47 2，875 

18 990 28 1，640 38 2，290 48 2，940 

19 1，055 29 1，705 39 2，355 49 3，005 

20 1，120 30 1，770 40 2，420 50 3，070 

口径13怖の61m3以上の計算方法料金=(使用量-60m')X74円+3，720円

料 金

水 夏Eヨ 料量水器の口径
基本料金

水 量 料

13司令 860円 17附以上

20 1，600 61 m6s0以m・上まで

25 2，260 

30 3，860 

40 5，900 
1 m'以上

50 9，940 60m3まで

75 21，920 

100 35，780 
61m3以上

125 53.940 

150 77，540 

水量 水道料金
町l' 円

51 3，135 

52 3，200 

53 3，265 

54 3，330 

55 3，395 

56 3，460 

57 3，525 

58 3，590 

59 3，655 

60 3，720 

金

金(1 m'につき)

65円

74円

65円

74円



一一第 835号一一一一広報うえだ別冊一一・|この別冊は、別にご覧ください | 

oメーターをごらんになりますと黒い針
は立万メートル(mつ、赤い針はリット

ル〈ι〉の単位をしめしています。
0メーターは図のように単位の大きい方

から①→②→③の順に読みます。

水道料金は立万メートルの単位ですか

ら在側の黒い針だ、けが料金算定の対象

となります。

0針ガ数字と数字の聞にあるときは、少ない
万の叡字を読みます。

0使用水量は、今回の指針数字から前回の指針数字をさし引い
だものです。

メーターの種類

パイロッ卜(赤色)

(水を出すと回転します。水もれがあると

回っています。)

oこ、家庭でもときどき水道メーターを見ていだだ、くと
使用状態がわかり漏水の発売にも役立ちます。• 

水道料金ガ13¥だ、んに比べて異常に高いと

思われだときは、水道のじゃぐちを全部

しめ、メーターの中のパイロットを見て
くだ、さい。

泣くを使わないのに、このパイロットガ回

っているときは、どこかで漏水していま
す。。

このような状態のときは、すぐ水道局へ

お知らせください。調査に伺います。

• 

• 
イレなどι
工事后に芭



水道事業は、地方公営企業法という法律により運営されているため、

水道事業に必要なお金はすべて水道料金収入で、まかない、市の税金はい

っさ い使わない独立採算制となっています。

2円02銭

64銭

17円20銭

7円89銭

34円03銭

動力費

薬品費

支払利息

減価償却費

物件・人件費・その他

上
田
市
関
越
道
上
越
線
建
設
促
進
協

議
会
(
会
長
・
石
井
市
長
)
は
、
二
月

水1m当たりの
平均販売価格

54円94銭

d 

0現在、上田市の全世帯の半数以上のご家庭が、水

道料金のお支払いに口座振替制度をご利用いただ

いております。

。口座振替制度とは、みなさんが預金されている金

融機関の口座から自動的に水道料金を支払ってく

れるシステムです。

o 8t買、お忙しいご家庭や留守がちのご家庭には大
変べんリて・す。

この機会に、ぜひ口座振替制度をご利用ください。

を
抱
、
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

今
秋
に
予
定
さ
れ
る
国
土
開
発
幹
線
自

口座掻替の参加

水道局

ご需要家

預金振笛

・ー-ーーーーーーーーーーーーー一ー・~
請求書

/ 
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ホ右岸ルート、

つ

関越道上越線

な J

上
田
市
関
越
道
上
越
線
建
設
促
進
協

議
会

(
会
長
・
石
井
市
長

)
は、

二
月

二
十
六
日
市
役
所
で
総
会
を
聞
き
、
山

同
地
道
上
越
線
の
ル
ー
ト
を
千
曲
川
右
岸

田
り
と
す
る
こ
と
で
了
水
し
ま
し
た
。

一佐
久
以
北
ル

l
卜
の
。格
上
げ。
一

現
在
、
上
越
線
佐
久
以
北
ル

l
ト
は
、

①
更
埴
市
の
通
過
反
対
、
②
千
曲
川
右

岸
、
左
岸
で
沿
線
市
町
村
聞
に
誘
致
運

動
の
対
立

l
lー
と
い

っ
た
大
き
な
問
題

4
J
 

を
地
、
え
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は

今
秋
に
予
定
さ
れ
る
国
土
開
発
幹
線
自

動
単
道
建
設
審
議
会
(
国
幹
審
)
で
「
上

越
線
佐
久
以
北
ル

l
ト
」
の
鐙
備
計
画

線
へ
の

H

俗
上
げ
々
は
、
む
づ
か
し
い

状
況
で
す
。

国

県
も
右
岸
ル

l
卜

二
十
六
日
の
総
会
で
は
、
市
議
会
、

自
治
会
、
商
工
会
議
所
、
市
農
業
委
員

会
、
農
協
、
婦
人
会
な
ど
代
表
約
六
十

上岡市促進協議会総会

人
が
出
席
し
て
、
建
設
促
進
の
経
過
並

び
に
今
後
の
方
針
を
検
討
し
ま
し
た
。

席
上
、
石
井
市
長
は

「
右
岸
ル
ー
ト
に

な
っ
た
場
合
、
建
設
費
、
道
路
維
持
費
、

利
用
効
率
、
燃
費

(距
離
的
)
な
ど
に

優
位
性
が
あ
る
。
園
、
県
も
基
本
計
画

の
右
岸
回
り
に
沿
っ
て
進
め
る
意
向
を

一
月
初
め
に
打
ち
出
し
た
。

こ
れ
ら
の

状
勢
か
ら
建
設
促
進
を
図
る
に
は
、
ル

ー
ト
を

一
本
化
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ

り
、
上
田
市
と
し
て
は
、
右
岸
ル
!
ト

に
せ
き
る
を
得
な
い
の
で
、
了
承
し
て

ほ
し
い

」
と
の
提
案
を
し
ま
し
た
。

2月26日に開催された上田市関越道上越線建設促進協議会の総会。

建
設
促
進
を
強
く
要
望

こ
れ
に
対
し
、
市
農
協
、

神
科
地
区

自
治
会
な
ど
の
関
係
者
か
ら
「
右
岸
は

上
回
バ
イ
パ
ス
、
広
域
農
道
な
ど
の
計

画
が
あ
り
、
用
地
確
保
が
難
し
い
」
「農

地
宅
地
が
な
く
な
る
の
で
心
配
だ
」
「
超

低
周
波
公
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
」
な
ど
、

右
岸
回
り
に
反
対
や
慎
重
意
見
が
で
ま

し
た
。
し
か
し
、
大
勢
の
意
見
と
し
て

は
「
地
域
の
発
展
、
開
発
の
た
め
に
は
、

高
速
道
は
必
要
だ
。
建
設
促
進
の
た
め

に
は
、
園
、
県
の
方
針
で
あ
る
右
岸
ル

ー
ト
を
支
持
す
る
」
と
の
考
、
え
で
〉
市

長
提
案
の
「
右
岸
ル

ー
ト
一
本
化
」
を

承
認
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
は
建
設
促
進
を
建
設

省
や
関
係
機
関
に
強
く
要
望
し
、
ま
た

関
係
地
域
に
も
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ

う
進
め
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

確定申告を忘れていませんか?

昭和55年分所得税、贈与税の申告受付
は、 3月16日が最終日です。申告をしな

ければいけない人で、申告を忘れている

人は、すぐに済ませてください。期限後

の申告は、税務署から決定されるまでに

済ませた方が、税額で有利です。

愛の献血にご協力を〆

尊い人の命を救うための献血 を

次のとおり行います。皆さんのご

協力をお願いします。

とき ...4月 1日(別

午前10時~正午

付・・・松尾町会館

、母

憲章
受



我
が
国
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
七
三
・

四
六
歳
、
女
性
七
八
・
八
九
歳
。
こ
の

数
字
は
、
ア
メ
リ
カ
を
完
全
に
追
い
抜

き
、
世
界
的
に
も
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ

り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
寝
た
き
り
病
人
は
、
ア

〆
リ
カ
の
二
倍
に
あ
た
る
五
十
万
人
も

い
る
の
で
す
。
な
ぜ
二
倍
も
い
る
の
で

し
ょ
う
。
そ
の
原
因
は
、
日
本
人
は
脳

卒
中
に
か
か
る
人
が
多
い
か
ら
で
、
こ

の
病
気
は
手
足
が
マ
ヒ
す
る
た
め
、
寝

た
き
り
の
病
人
が
多
い
の
で
す
。

脳
卒
中
は
、
昭
和
二
十
六
年
か
ら
死

亡
順
位
の
第
一
位
で
、
特
に
長
野
県
は

日
本
一
に
何
回
も
な
っ
た
こ
と
が
あ
る

ほ
ど
、
脳
卒
中
の
多
い
県
で
す
。
日
本

一
と
い
う
こ
と
は
、
世
界
一
と
い
う
こ

'
と
で
あ
り
、
長
野
県
で
は
重
視
し
な
け

幸
れ
ば
い
け
な
い
病
気
で
す
。

広
脳
卒
中
を
予
防
す
る
に
は
、
こ
の
病

一
気
を
し
っ
か
り
見
極
め
る
こ
と
|
|
例

一
え
ば
、
長
い
年
月
が
か
か
っ
て
、
で
き

釦
あ
が
る
病
気
l
1
1
1
が
大
切
で
す
。

間
側
脳
卒
中
と
は

昨
制
①
脳
梗
塞
(
脳
軟
化
症
)
・
・
脳
の
血
管

併
が
つ
ま
っ
て
、
そ
こ
か
ら
先
の
神
経

一
に
血
液
が
行
か
な
く
な
り
、
ダ
メ
に

一

な

る

。

一
②
脳
出
血
・
:
脳
の
中
の
小
さ
い
血
管
が

号
破
れ
て
、
出
血
す
る
。

お
③
く
も
膜
下
出
血
:
・脳
と
脳
膜
の
聞
に

8

出
血
す
る
こ
と
。
脳
の
中
の
出
血
で

な
い
た
め
、
手
足
の
マ
ヒ
は
な
い
が

脳
を
圧
迫
し
、
強
い
頭
痛
と
幅
吐
〔
お

だ 昭和56年 3月16日一一一→8)ーーえつー第号~

不
用
品
交
換
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う
と
)
が
ひ
ど
い
。

脳
卒
中
の
割
合
は
、
脳
梗
塞
(
こ
う

そ
く
)
が
六
割
、
脳
出
血
が
三
割
、
く

も
膜
下
出
血
が
一
割
で
す
。
で
は
、
脳

卒
中
に
か
か
る
と
、
ど
の
く
ら
い
の
人

が
亡
く
な
り
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
脳

出
血
で
は
、
約
七
割
の
人
が
死
亡
し
て

い
ま
す
。
脳
梗
塞
で
は
、
四
人
の
う
ち

一
人
が
、
く
も
膜
下
出
血
で
は
三
人
の

脳卒中の予防について

② 

=磯村先生(佐久総合病院)

の講演から=

う
ち
一
人
が
、
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
日
突
然
、
身
内
の
人
が
脳
卒
中

に
か
か
る
と
、
囲
り
の
人
は
、
①
ま
ず

命
を
助
け
て
く
れ
、
②
次
に
、
せ
め
て

ト
イ
レ
に
行
か
れ
る
よ
う
に
し
て
く
れ

ー
ー
と
最
低
限
の
願

い
と
し
て
、
こ

の

二
つ
を
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
普
段
は
だ

れ
も
が
、
③
で
き
た
ら
卒
中
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
て
〈
れ
、
と
い

っ
た
願
い

を
持
っ
て
い
ま
す
。

本
日
は
、
い
ま
あ
げ
た
三
つ
の
願
い

に
絞
っ
て
、
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

脳
卒
中
で
倒
れ
た
ら

呼
吸
に
注
意

心
筋
梗
塞
を
起
こ
す
と
、
心
臓
が
止

ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
脳
卒
中
で
倒
れ

た
場
合
は
、
先
に
呼
吸
が
止
ま
る
の
で
、

か
き
な
い
で
(
首
か
ら
下
は
動
い
て
も

よ
い
)
戸
板
に
乗
せ
、
フ
ト
ン
ご
と
適

当
な
場
所
へ
寝
か
せ
、
あ
と
は
医
師
か

救
急
車
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

命
を
助
け
る
に
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
入
院
さ
せ
る
こ
と
が
一
番
で
す
。
十

i
二
十
分
の
距
離
を
運
ん
で
も
、
害
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
宅
治
療
の
人
よ
り
、

一
一
・
三
倍
は
助
か
り
ま
す
。

磯村孝ニ先生
(佐久総合病院
内科医長)

の
磯
村
孝
二
先
生
に
講
演
を
し
て
い
た
一

だ
き
ま
し
た
。

大
変
参
考
に
な
る
講
演
で
し
た
の
で
、
一

講
演
内
容
を
要
約
し
た
も
の
を
二
回
に
一

分
け
、
「
健
康
づ
く
り
」
に
掲
載
し
ま
一

す
。

一

呼
吸
し
や
す
く
す
る
の
が
一
番
で
す
。

ま
ず
、
「
息
の
道
を
ふ
さ
ぐ
な
ノ
」
と

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

次
に
、
①
首
が
曲
ら
な
い
よ
う
に
、
首

を
伸
ば
す
、
②
息
が
詰
ま
る
と
肺
炎
を

お
こ
す
の
で、

顔
を
横
に
む
け
る
、

③

吐
い
た
も
の
を
外
へ

出
す
|
1
1
こ
の
一
一
一

点
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
き
い
。

病
人
を
運
ぶ
時
は
、
首
か
ら
上
は
動

長
野
県
は
、
脳
卒
中
で
亡
く
な
る
人

が
他
県
と
比
較
し
て
も
、
非
常
に
多
い

と
い
う
統
計
が
出
て
い
ま
す
。

一
一
月
十
七
日
の
「
健
康
づ
く
り
推
進

大
会
」
で
は
、
「
脳
卒
中
の
予
防
に
つ

い
て
」
と
い
う
題
で
、
佐
久
総
合
病
院

親
類
を
呼
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ

ど
重
い
場
合
は
、
次
の
三
点
で
す
。
①

昏
睡
(
こ
ん
す
い

)
状
態
が
、
十
二
時

間
以
上
続
く
。
②
三
八
・
五
℃
以
上
の

高
熱
が
急
に
出
る
。
③
呼
吸
が
大
き
く

な
っ
た
り
、
小
き
く
な

っ
た
り
乱
れ
る
。

結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ
ら

ず
)
を
、
必
ず
ご
報
告
く
だ
さ
い
。

早
い
訓
練
の
開
始
が
大
切
で
す
。
家

に
い
る
場
合
で
も
、
卒
中
を
お
こ
し
た

日
か
ら
、
次
の
こ
と
ぐ
ら
い
は
始
め
て

く
だ
さ
い
。

①
手
足
の
関
節
の
曲
げ
伸
ば
し
:
・
意
識

が
ぼ
ん
や
り
し
て
い
て
も
、
一
回
に

五
1
十
回
を
、
一
日
三
回
は
行
う
。

②
足
の
先
が
、
と
ん
が
っ
た
ま
ま
に
な

る
の
を
防
ぐ
。

③
床
づ
れ
を
防
ぐ
・
:
体
を
動
か
す
よ
う

座
ぶ
と
ん
な
ど
を
利
用
し
た
り
、
赤

く
な
っ
た
ら
円
ぎ
を
使
う
。

④
入
院
中
に
覚
、
え
た
訓
練
は
、
退
院
後

も
続
け
て
行
う
。

マ
ヒ
側
の
見
分
け
方

①
目
玉
を
見
よ
。
マ
プ
タ
を
あ
げ
て
み

て
、
黒
目
が
右
を
に
ら
む
と
左
マ
ヒ
、

左
を
に
ら
む
と
右
の
マ
ヒ
で
あ
る
。

②
手
を
落
し
て
み
る
(
落
下
テ
ス
ト
)

マ
ヒ
側
は
、
ド
ス
ン
と
湾
ち
る
が
、

健
側
は
ゆ
っ
く
り
元
に
も
ど
る
。

③
足
の
ヒ
ザ
を
た
て
る
と
、
マ
ヒ
側
は

外
側
へ
パ
タ
ン
と
倒
れ
る
。

④
足
の
裏
を
こ
す
る
(
パ
ビ
ン
ス
キ
ー

反
射
)
車
の
キ
ー
な
ど
で
こ
す
る
と
、

マ
ヒ
側
の
親
指
が
キ
ュ

l
ン
と
そ
る
。

脳
卒
中
の
治
療
方
法

脳
出
血
・
・
・
内
科
と
外
科
的
な
手
術
。

脳
梗
塞
:
・
内
科
的
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど

だ
が
、
手
術
を
す
る
人
は
わ
ず
か
。

く
も
膜
下
出
血
・
:
血
管
の

コ
プ
が
破
裂

す
る
た
め
、
大
部
分
が
外
科
的
手
術
。

へ
つ
づ
く
)

資
源
活
用
広
場
で
即
売
も



ー第

川
酬
を
圧
迫
し
.
強
い
頭
痛
と
幅
此
(
お

い
よ
う
に
し
て
く
れ
、
と
い
っ
た
願
い

病
人
を
運
ぶ
時
は
、
首
か
ら
上
は
動

不
用
品
交
換
で
資
源
の
有
効
利
用
を

第-

資

源

活

用

推

進

月

間

|

む

だ

別
町
を
な
く
し
物
を
生
か
す
市
民
運
動
は
、

開
閉
三
月
九
日
に
始
ま
り
、
五
月
十
日
ま
で

年
宙
開
四
措
置
続
け
ら
れ
ま
す
O

K
陣
内
S
畑
凶
山
市
で
は
、
こ
の
期
間
中
を
特
に
「
省

一
資
源
強
調
月
間
」
と
し
て
、
現
在
年
間

一
を
通
し
て
行
っ
て
い
る
「
不
用
品
の
登

だ
録
や
紹
介
・
あ
っ
せ
ん
」
を
積
極
的
に

‘
え
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
の

つ
家
庭
や
職
場
に
あ
る
不
用
品
の
中
で
、

l

・
再
利
用
で
き
る
も
の
を
登
録
し
て
い
た

幸
だ
き
、
希
望
者
に
不
用
品
を
紹
介
・
あ

広
っ
せ
ん
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
源
の
有

一
効
利
用
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

一
皆
さ
ん
の
家
庭
や
職
場
で
「
ま
だ
使

一
え
る
品
物
が
、
不
用
品
と
し
て
眠
っ
て

一
い
る
」
「
ぜ
ひ
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が

日
あ
る
」
と
い
う
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

F
O
 
別
電
話
な
ど
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
き

3

い
。

一
一
不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
次

和
の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

何
①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
の
あ
る
人
は
、
氏

一
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
品
名
、
程

一
度
、
数
量
、
希
望
価
格
な
ど
を
登
録

但

し

て

く

だ

さ

い

。

一
②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
の
あ
る
人
も
、

ー
た
だ
い
ま
資
源
活
用
推
進
月
間

l

①
と
同
様
に
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
し

て
く
だ
き
い
。

③
登
録
さ
れ
て
い
る
品
物
の
中
で
、
適

当
な
も
の
が
あ
っ
た
場
合
、
ゆ
ず
っ

て
ほ
し
い
人
に
紹
介
を
し
ま
す
。
紹

介
を
受
け
た
人
は
、
不
用
品
登
録
者

( 3月9日現在)不用品登録情報その⑨(主なもの)

ゆずってください

ベビーベット、二段ベット

〈希望価格〉

1，500円

相談

ゆずります

三輪車

七五三着物

歩行器

子供用自転車補助いす

無料

2，000円

無料

マイティーチャー(小''1'学生用)
アープ付ノ

ベビードレス、ガーゼ下着

乳母車(折りたたみ式)

と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り
引
き

方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
紹
介
後
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た

場
合
、
責
任
は
負
い
か
ね
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き
の

子供用ロッキングチェアー

テレビゲーム

ベビーラック

相談

無料

ベビーパス

男児(2雪印)セータ一、洋服ほか

スピードスケート (24cm)

オjレカ、、ン・ピアノ15，000円

各種

スキー(長さ1.8m、〈つ26cm)

ダブルベット

ノ〈イク(婦人用)

スキーウェアー(4も込用)

応接セット

自転車(各種)

2，000円

7，000-30，000円

5，000 -40，000円

40，000円

シングルベット

カラーテレビ(13インチ)

編機各種

マッサージ機各種

ソファーベット

結
果
ハ
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ
ら

ず
)
を
、
必
ず
ご
報
血
固
く
だ
さ
い
。

⑤
登
録
後
、
そ
の
品
物
を
処
分
し
た
場

A
ロ
や
、
希
望
し
た
品
物
が
不
要
と
な

っ
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
至
急
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

⑥
登
録
状
況
は
、
毎
月
十
六
日
発
行
の

「
広
報
う
え
だ
」

:
-
n
不
用
品
登
録

情
報
。
欄
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
役
所
一
階
「
消
費
者
コ
ー
ナ

ー
掲
示
板
」
で
も
、
常
時
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

スキー(予三21竺~~cm)
風呂一式(高品計ズ)

本だな

勉強机

5，000円

50，000円

30，000円

20，000円

石油用風E釜(タイ?ー付)

ユニット式カス風呂一式(都市ガス)

鏡台(肘掛付)

ポリノ〈ス(都市ガス団地用)

ステンレス流し台

ジューサーミキサー

炊飯ジャー

冷蔵庫(小・中型)

湯沸器(プロパン)

2，000円

8，000-15，000円

相談

5，000円

ガステーブル(都市ガス 2ロ)

湯沸し器(都市ガス)各種

食堂セット

鳥かご

ヵ・ス台

1，500円

一
資
源
活
用
広
場
で
卸
売
も

一

登
録
さ
れ
た
品
物
で
、
希
望
者
が
…

…
な
く
紹
介
で
き
な
か
っ
た
品
物
や
、
…

…
紹
介
し
て
も
成
立
し
な
か
っ
た
品
物
一

一
な
ど
は
、
五
月
十
日
同
開
催
予
定
の
…

一
「
資
源
活
用
広
場
」
で
即
売
で
き
ま
…

一
す
の
で
、
当
日
ま
で
保
管
し
て
お
い
一

一
て
く
だ
さ
い
。

「
資
源
活
用
広
場
」
の
詳
細
に
つ
一

一
い
て
は
、
後
日
「
広
報
う
、
え
だ
」
な
一

…
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

テレビ(小・中型)2，000円下駄箱

本箱(とぴら付)

もちつき一式

ステレオ

掃除機

2，000円

2，000円

相談 ミシン(足踏・電気)

物置(組立式)10，000円

喫茶いす(白・レザー)

婦人用オーバー (9-11号)
中甘色

ジュータン、カーペット
( 8畳) (6畳}

血圧計

3，000円

5，000円

各種

ワンピース

江戸づま(正絹60歳位)

留袖ほか和服 和服(30代)

※ゆずりたい品物、ゆずってほしい品物がありましたら、生活環境課生活係
(tt@4100内線303・有線②0671)へお気軽にご連絡ください。
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社
会
保
険
相
談
日
が

月
二
回
に

え

1
4
月
か
ら
地
区
別
で

1

λ
J
 

報広一

現
在
、
毎
月
十
日
に
聞
か
れ
て
い
る

一

社
会
保
険
相
談
は
、
上
小
地
方
の
商
工

叫
別
業
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
社
会
保
険
、

n恕間
拘
厚
生
年
金
な
ど
に
関
す
る
相
談
業
務
に

昨
糊
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

剛
一
心
最
近
は
、
一
般
被
保
険
者
の
利
用
率

一

が
高
く
、
特
に
年
金
関
係
の
相
談
が
急

一

増
し
て
き
て
お
り
、
十
日
の
相
談
日
は

一

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
よ
う
な
状

号

態

で

し

た

。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

お

四

月

か

ら
は
、
定
例
柑
談
日
が

一
日
増

8

え
て
、
新
た
に
二
十
五
日
が
加
わ
り
、

月
二
回
の
相
談
日
と
な
リ
ま
す
。

ま
た
、
月
二
回
の
相
談
日
と
な
る
四

小
諸
社
会
保
険
事
務
所

宮

0
2
6
7
2
②
1
0
8
0

d戸第号、

推進

835 

3月5目、市役所で太郎山を語る会ガ聞
かれましだ。 55年の最多登山者は、 155回

の畏田三郎さん(写真右 -川辺町〉で、約

2日にす固の割で太郎山に登つ芝ことにな

ります。

月
か
ら
は
、
相
談
業
務
の
円
滑
化
を
ね

ら
い
、
次
の
よ
う
な
地
域
別
の
相
談
日

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

〈
日
程
〉

マ
毎
月
十
日
(
午
前
十
時

1
午
後
三
時
)

は
、
旧
上
田
市
街
地
、
神
川
、
豊
殿
、

神
科
、
塩
尻
地
区

マ
毎
月
二
十
五
日
(
午
前
十
時

1
午
後

三
時
)
は
、
城
下
、

川
辺
、
泉
田
、

塩
田
、

川
西
地
区
と
小
県
郡
全
域

〈
会
場
〉

上
回
商
工
会
議
所
会
議
室

〈
そ
の
他
〉

相
談
日
が
、
日
曜
、
祝
日
に
あ
た
る

と
き
は
翌
日
、
土
曜
日
に
あ
た
る
と
き

は
翌
週
の
月
曜
日
に
な
り
ま
す
。

乳
幼
尼u
健
康
診
査

三
歳
旧
ノ

四
月
の
乳
幼
児
、
三
歳
児
健
康
診
査

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
、
い

上
回
市
公
共
下
水
道
積
立
組
合
連
合

会
の
定
期
総
会
が
、
三
月
二
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三

十
分
。
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ

去
、
い

。

三歳児健康
診査日程表

会場
市保健 市塩田母子

センタ 健康センタ

地区 塩田全区

対

~ 53年 3月生 53年3・4月生

児

4月 24日

日程表

会場 市保健センター
市土孟回母子 市川西社会

健康センター 福祉センター

対 4か月児 9か月児 1歳6か月児 4・9か月児 4 . 9か月児

1良
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22日 3日と8日 9寸o日

乳幼児健康診査
第
四
国
文
化
講
演
会
を

開
き
ま
す

社
会
教
育
課
企
⑫
4
1
0
0内
線
5
5
1

と

き

三
月
二
十
四
日
間
、
午
後
一

下
水
道
課
普
及
専
門
相
談
員
と
協
力
し

て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
水
洗
化
を
進

時
三
十
分

と
ニ
ろ
・
:
上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

演

題

・
:
「
女
性
と
ミ
ス
テ
リ
ー
」

講

師
・
:
土
屋
隆
夫
き
ん
(
昭
和
三
十

八
年
、
「
影
の
告
発
」
に
よ
り
日
本

推
理
作
家
協
会
賞
受
賞
)

そ
の
他
・
・
・
聴
講
無
料

交
通
安
全

市
民
の
集
い
に

ご
参
加
を

と

き

:
・
三
月
二
十
八
日
出
、
午
前
十

ヰ
寸目"

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
民
会
館
大
ホ

l
ル

相
染
閣
が

臨
時
休
館
し
ま
す

1
4
月
6
日

l
m日
H
H

社
会
課
宮
⑫

4
1
0
0
内
線

3
7
8

相
染
閣
官
⑩

2
1
0
0

相
染
閣
で
は
、
現
在
、
浴
場
の
増
改

築
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
次
の
と
お
り

臨
時
休
館
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

-v
 な
お
、
大
ホ

l
ル
は
今
ま
で
ど
お
り

使
用
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

休
館
期
間
・
:
四
月
六
日
間

1
四
月
二
十

口
U

円
円

交
通
対
策
課
宮
⑫

4
1
0
0

内
線

3
6
9
・
有
線
②

0
7
4
1

塩尻・川辺・泉田・神川 ・神科・豊殿

東部 ・南部・中央・北部 ・西部・城下

私
た
ち
が
、
安
全
で
快
適
な
市
民
生

活
を
送
る
た
め
に
、
「
み
ん
な
で
進
め

よ
う
交
通
安
全
」
を
テ

l
マ
に
、
交
通

安
全
市
民
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

新市内
旧市内

今月の納税

(市税完納強調月間)

第10期

今月の納税は、国民健康保険税第10期 三

です。 三

税金は、納期内に納入されますようご協 言

力ください。納期限は、 3月31日(刈です。 三

また、今月は55年度の会計を締め切る 三

月て"すから、今までに納め忘れのある税 三

金は、ぜひとも月末までに完納されます 三

ょう、お願いいたします。 三

〈収税藤宮⑫4100内線241・有線②0691> 三

義務を果して

住みよい郷土

国民健康保険税

納税の
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洗化普及を積極的に推進

二下水道積立組合総会一

四
月
の
乳
幼
児
、
三
歳
児
健
康
診
査

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
い

上
田
市
公
共
下
水
道
和
古
一
組
合
連
合

会
の
定
期
総
会
か
、
三
月
二
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
総
会
で
は
、
特
に
、
十
年
以
上

勤
続
さ
れ
た
次
の
各
自
治
会
積
立
組
合

長
さ
ん
が
、
石
井
市
長
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

マ
小
林
林
三
郎
さ
ん
(
鷹
匠
町
)

マ
小
宮
山
文
善
さ
ん
(
上
房
山
)

マ
滝
沢
昇
作
さ
ん
(
中
常
田
)

マ
永
田
春
己
き
ん
(
上
鍛
冶
町
)

ま
た
、
水
洗
化
普
及
率
が
、
五
十
五

年
中
に
九
O

%
以
上
に
な
っ
た
次
の
積

立
組
合
も
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

マ
柳
町
自
治
会
(
九
二

・
三
%
)

マ
大
手
町
自
治
会
(
九
一

・
七
%
)

マ
本
町
自
治
会
(
九

0
・
一
%
)

第
三
期
地
区
積
立
組
合
が

設
立
加
入

市
の
公
共
下
水
道
区
域
の
拡
大
に
よ

り
、
第
三
期
地
区
の
各
自
治
会
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
積
立
組
合
の
設
立
を
進
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
二
月
一
日
現

在
で
、
新
屋
、
緑
が
丘
、
上
川
原
柳
町

第
二
、
鎌
原
第
二
、
諏
訪
部
第
二
、
上

掘
の
各
地
区
に
相
立
組
合
が
設
立
さ
れ
、

市
の
連
合
会
に
加
入
し
ま
し
た
。

水
洗
化
普
及
に
努
力

連
合
会
の
総
会
で
は
、
五
十
六
年
度

の
水
洗
化
を
七
百
戸
、
普
及
率
は
八
O

%
以
上
を
目
標
に
、
各
自
治
会
ご
と
に

と

き

三
月
二
十
四
日
川
、
午
後
一

下
水
道
課
普
及
専
門
相
談
員
と
協
力
し

て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
水
洗
化
を
進

め
る
よ
う
私
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
未
水
洗
化
の
皆
さ
ん
は
、

一
日
も
早
く
水
洗
化
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

水
洗
化
改
造
資
金
に

二
十
五
万
円
融
資

各
自
治
会
積
立
組
合
に
加
入
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
は
、
水
洗
化
改
造
資
金
の

借
入
が
で
き
ま
す
。
五
十
六
年
度
の
融

資
限
度
額
は
二
十
五
万
円
で
、
四
年
返

済
で
す
。
利
子
は
八

・
O

%
で
、
こ
の

う
ち
市
の
利
子
補
給
が
三

・
二
五
%
で

す
の
で
本
人
負
担
は
四
・
七
五
%
と
低

利
で
す
。
希
望
さ
れ
る
皆
き
ん
は
、
積

立
組
合
長
さ
ん
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

iv
 

連
合
会
長
に

水
出
善
助
さ
ん

五
十
六
年
度
連
合
会
の
役
員
の
皆
さ

ん
が
、次
の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

マ
会
長
・:
水
出
善
助
き
ん
マ
副
会
長

:
・
田
中
直
一
さ
ん
、
柳
沢
良
太
郎
さ
ん

マ
会
計
:
・
山
浦
喜
幸
さ
ん
マ
監
事
:
・

上
原
正
人
さ
ん
、
吉
田
七
郎
右
衛
門
き

ん

マ
幹
事
:
・
阿
部
秀
太
郎
さ
ん
、
金

井
不
二
三
さ
ん

※
お
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

下
水
道
課
普
及
係
・
専
門
相
談
員
宮

⑫
4
1
0
0
内
線
3
5
7
・
3
5
8

111111111111 

早めに

普通タイヤに
国

履き替えを

県
内
め
道
路
に
設
け
ら
れ
て
い
る
横

断
歩
道
な
ど
の
道
路
標
示
は
、
例
年
、
春

先
の
三
月
下
旬
か
ら
四
月
に
か
け
て
、

い
っ
せ
い
に
塗
り
替
、
え
が
行
わ
れ
ま
す
。

現
在
、
県
下
に
は
、
約
八
千
本
の
横
断

歩
道
を
は
じ
め
、
は
み
出
し
禁
止

(黄
今1

です。

干見j

力<J 

ま1

月でー

金は、

ょう

〈収

常

線
)
、
矢
印
、
停
止
線
な
ど
多
く
の
道

路
標
示
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
道
路

標
示
は
、
常
に
分
か
り
ゃ
す
く
鮮
明
で

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
本
県
は
降

雪
や
凍
結
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
の
車
が

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
や
タ
イ
ヤ
チ
ェ

ー
ン

を
使
用
す
る
た
め
、
冬
の
聞
に
道
路
標

示
が
ほ
と
ん
ど
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
毎
年
雪
の
消

え
る
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
塗
り
替

え
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
は
約

六
億
円
と
い
う
ば
く
大
な
費
用
が
必
要

で
す
。

い
つ
ま
で
も
、
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を

使
っ
て
い
る
と
、
こ
の
塗
り
替
え
た
新

し
い
道
路
標
示
も
す
ぐ
消
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
道
路
標
示
を
常
に
鮮
明
に
、

長
持
ち
さ
せ
る
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

方
は
積
雪
や
凍
結
の
危
険
な
時
期
が
過

ぎ
た
ら
、
早
め
に
、
普
通
タ
イ
ヤ
に
履

き
替
え
ま
し
ょ
う
。

3月ともなれば横断歩道もこんな姿に
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犬の登録と予防注射

え-第 835

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
域
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
市
民
は
、

自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

1日

犬
の
登
録
と
春
季
予
防
注
射
を
下
記

の
日
程
に
よ
り
行
い
ま
す
。
通
知
書
(
ハ

ガ
キ
)
を
持
参
の
う
、ぇ
、
最
寄
り
の
会

場
へ
飼
い
犬
を
お
連
れ
く
だ
さ
い
。

料
金
:
・
注
射
料
一
頭
に
つ
き
千
四
百

円
。
登
録
料
一
頭
に
つ
き
二
千
円
。

合
計
三
千
四
百
円
で
す
。。

こ
の
期
間
中
に
受
け
ら
れ
な
い
人
に

は
、
五
月
三
日
日
か
ら
五
月
十
七
日
同

ま
で
の
間
に
、
個
別
訪
問
し
て
注
射
を

行
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
訪
問
料
と
し

て
一
頭
に
つ
き
千
五
百
円
、
二
頭
目
か

ら
五
百
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
大
が
死
亡
、
不
明
、
移
動
し

て
い
る
場
合
は
、
生
活
環
境
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

一
、
自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
、
教
養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
び
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一、

平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

犬の登録と春季予防注射日程表

第二

昭和56年度
次

月日 地区 時 問 場 所

東南部部地区

9.00-9.20 

E育上南川百耳主T珂百一豆E寸了干-H-回草rE百IFEτ「耳T爾I?会三石F車E否EZ庫EーE前1E苗館王7 
4月16日

9.40-10.10 

同
10.20-10.50 

北部地区
9.00-9.30 
9.40-10.20 

域川下辺地区

9.00-9.30 
9.40-10.00 御 lf所公会主

4月17日 10.10-10.40 町 o、1t 堂
幽
ヰ西ヒ音部企E地区

9.00-9.20 
事上f一一紺一喜官屋一 町会公会主9.30-9.50 

10.00-10.30 吊 町会官皇官

9.00 9.30 神畑公会主邑

4月20日
泉川|辺田地区 9.50-10.00 上半過公会堂

10.10-10.50 

耳王E富宮下干「アー有I1「之F事耳rE宮-E一百条r古五『官1著一公r主τ胃1?会F「ヲ1士百堂喜
明) 9.00-9.40 
神科地区 9.50-10.40 

9.10-9.40 
豊殿地区 10.00-10.20 

4月21日 10.30-11.0。
(刈

神神科川地区

9.00-9.20 
旧 道末一神/ι一、‘ 芸 川 橋9.30-10.00 下育門 会主

10.10-10.30 石 会堂

塩団地区
9.10-9.40 中組 公会堂
10.00-10.40 下 li之苛~寸郷子 公会堂4月22日

神神東科部川地区

9.00-9.20 合 舎裏-庭~邑Z 制 9.30-9.50 染 公会

10.10-10.40 要1国栗 分寺仁一王否門田IJ
9.10-9.40 回公 堂

塩田地区 9.50-10.10 野公会呈

4月23日 10.20-10.50 
主下市豆室賀塩賀 田 支 所附 9.10-9.30 T基y百幹fセンタ-

川西地区 9.40-10.10 

干亨市百子 川 染セ支ンタ膏E所f 10.25-10.40 
9.10-9.25 

4月24日
盗団地区

9.40-9.50 倉公会

幽 10.05-10.20 西西 塩塩田百一技一喜産一官所官
10.30-10.50 

4月26日
全 市 9.00-11.00 合同庁舎裏庭

(日)

次

場所

踏入公会堂

常国会館

明照会

新田区民会館

西脇会館

新屋会館

報恩寮前

諏訪形公会堂

下塩尻公会堂

上塩尻公会堂

秋和公会堂

川辺町会館

中之条公会堂

豊殿支所

上野が丘公民館

小泉区民会館

泉回公民館

東塩田老人集会場

市塩田支所

旧道神川橋

大屋公会堂

西温回授産所

相染閤

農協泉田支所

仁古田公民館

市川西支所

第

時間

9.00-9.40 
10.00-10.30 
9.00-9.30 
9.40-10.30 
9.00 - 9.30 
9.50-10.30 
9.00-9.40 
10.00 -10.40 
9.00-9.30 
9.50-10.20 
10.40-11.00 
9.00-9.40 
10.00-10.40 
9.00-9.30 
9.50-10.40 
9.10-9.40 
10.00-10.40 
9.10-9.40 
10.00-10.40 
9.00-9.40 
10.00-10.40 
9.10-9.40 
10.00-10.30 
9.00-9.20 
9.30-9.50 
10.00-10.30 

地区

東部地区

北部地区

西部地区

塩尻地区

川辺
地区域下

豊殿
神科地区

川西
泉田地区

塩団地区

川辺
地区

域下

神川地区

塩団地区

川西地区

日

4月8日
附

;犬の登録と春季予防注射に関するお問い合わせ j

jは生活環境課環境指導係へ

1 (ft⑫4100内線302・有線②0671)
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